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緒 言

われ わ れ は ツベ ル ク リン反応 陽 性 の個 体 にBCGを 接

種 す る こ と の可 否 に つ い て追 求 して きた が1)2),今 回 は約

2,500名 の学 童 に 対 して,ツ 反 応 の 陰 陽 に か か わ らず

BCGを 反 復 経 皮接 種 し,局 所 の副 作 用 と ツ反 応 の推 移 に

っ い て追 求 した 。 また 約3,300名 の学 童 にはBCGを1

回 だけ 接 種 して対 照 と した 。

実 験 方 法

1)BCGワ クチ ンの調 製

乾 燥BCGを 聴璃 鉢 に と り,こ れ に ピ ロ カル ピ ンある

い は ビ アル ロ ニダ ーゼ を溶 か した 蒸 溜水 あ るい は生 理 的

食 塩 水 を 加 え,さ らに軟 膏 類 を 加 え て よ く混 和 し,塗 擦

用 ワクチ ンの 場 合 に は これ に さ らに10:4の 割 合 に 白砂

あ るい は 金 剛 砂 を 加 え て,下 記10種 類 の ワ クチ ンを作

つ た 。

a)乱 切 用 ワク チ ン

i.2%ピPtカ ル ビ ン ・1,000単 位 ビア ル ロ ニダ ーゼ

・カ ーボ ワ ック ス ・80m8BCG(2ピ ・1,000ヒ ・カ ・

80と 略 称)。

ii.1,000単 位 ビア ルPニ ダ ーゼ ・カ ーボ ワ ックス ・

80mgBCG(1,000ヒ ・カ ・80と 略 称)◎

iii.5,000単 位 ビア ル ロ ニ ダ ーゼ ・カ ーボ ワ ックス ・

80mgBCG(5,000ヒ ・カ ・80と 略 称)。

iv.食 塩 水 ・80mgBCG

v.1,000単 位 ビア ル ロ ニ ダ ーゼ ・蒸 溜 水 ・80mg

BCG(1,000ヒ ・溜 ・80と 略 称)。

vi.5,000単 位 ピア ル ロ ニ ダ ーゼ ・蒸 溜 水 ・80mg

BCG(5,000ヒ ・溜 ・80と 略 称)。

b)塗 擦 用 ワク チ ン

i.40%白 砂 ・2%ピPtカ ル ビ ン ・1,000単 位 ビ アル

ン ニダ ーゼ ・カ ー ボ ワ ック ス ・80mgBCG(40白 ・2

ヒ ・1,000ヒ ・カ ・80と 略 称)。

ii.40%金 剛 砂 ・1,000単 位 ビアル ロニ ダ ーゼ ・カ ー

ボ ワ ックス ・80mgBCG(40白 ・ユ,000ヒ ・カ ・80と

略 称)。

iii.40%金 剛 砂 ・5,000単 位 ビア ルPtニ ダ ーゼ ・カ ー

ボ ワ ック ス ・80mgBCG(40白 ・5,0GOヒ ・カ ・80と

略 称)。

c)貼 付 用 ワクチ ン

1,000単 位 ビア ルPニ ダ ーゼ ・親 水 軟膏 ・80mgBCG

(1,000ヒ ・親 ・80と 略 称)◎

2)接 種 方 法

a)乱 切 法

左 上 腕伸 側 皮 膚 に種痘 用 ラ ンセ ッ トで長 さ1cmの 切

創 を2列 に計6本 作 り,そ の上 にBCGワ クチ ンを塗 つ

て接 種 した。 切 創 の深 さは いず れ も軽 く盗血 す る程 度 と

し,接 種 局所 は 自然乾 燥 した 後 衣 服 で覆 わせ た 。

b)塗 擦 法

左 前 腕 屈 側皮 膚 に ワクチ ンの少 量(0.02～O.039)を

っ け,ア ル コール で 清拭 した学 童 の 各 自の 右示 指 頭 を も

っ て,約100回 十 分 に擦 り込 ませ て 接種 した 。

c)貼 付 法

約2cm平 方 の絆 創 膏 の中 央 に ワ ク チ ンの 少 量(約

0.02～0.03g)を のせ,こ れ を 学童 の左上 腕 伸 側皮 膚 に

貼 り付 け て接 種 した 。

各 法 と もに接 種 局所 を ア ル コール で清 拭 した の ち接種

し,ま た接 種 後2日 間は 入浴 お よび局 所 の 日光 直射 を 禁

じた ◎

3)接 種 対 象

上 記 の 方 法 のい ずれ か1つ,ま た上 記 の ワクチ ンの い

ず れ か1つ を 用 い て,ツ 反応 陰 性 また は 疑陽 性 の学 童約

5,800名 にBCGを 接 種 し,3カ 月,6カ 月お よび12カ

月 後 に ジ反 応 お よび局 所 の 副作 用 を検 した◎ これ らの学

童 の うち の 約2,500名 に対 して は ッ反 応 の陰 陽に かか わ
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らず,ツ 反応検査の都度,初 回 と同 じ方法で,同 様な ワ

クチ ンを用いてBCGを 反復接種 した。残 りの3,300名

に対 しては初回のみBCGを 接 種 し,以 後はBCGを 接

種 せずに これを対 照 とした◎ 以下この論文 において反復

接 種,一 回接種 とい うのはこの意味 における反復接種,

一 回接種 であ る。また この実験 ではBCGの 初接種 は小

学1年 生について行なわれ,再 接種 は2年 生 以上 につい

て行 なわれ た。再接種 群は低学 年(小 学2,3年 生)と

高学 年(4年 生以⊥)と に分 けた◎

実 験 成 績

1)局 所 の副作用

初 回BCG接 種3カ 月,6カ 月お よび12カ 月後 の3

回 にわた り接種局所を検 した。局所 の副作用は乱切法,

塗擦法 あるいは貼付法 のいずれ におい てもきわめ て軽微

であつた。皮 内接種 の後に しば しばみ られ るよ うな膿瘍,

潰瘍 は全 く見当た らなかつた。乱切法の場合には3カ 月

後 に,あ るいは さらには12カ 月後 も,白 色線状のかす

かな廠痕を一部に認めたが,塗 擦法,貼 付法の場合には

搬痕す らも見 当た らなかつた。

これ らの ことは,BCG接 種に よつて一たん ツ反 応 が

陽転 した学童に重ねてBCGを 接種 した場 合に も全 く同

様で,局 所の副作用は増大す ることな く軽微 であつた。

2)ッ 反応陽性率の推移

a)乱 切 法

i.初 接 種 の場 合

表1の と お りで あ る◎ 食 塩 水 ・80,2ピ ・1,000ヒ ・

カ ・80,1,000ヒ 。カ ・80,5,000ヒ 。カ 。80,5,000ヒ

・溜 ・80の5種 類 の ワ クチ ンに つ い て一 回 接 種 と反 復 接

種 とを 行 なつ た ◎

各 ワ ク チ ンの 一 回 接 種 群 と反 復 接 種 群 とに お け る ツ反

応 陽 率 性 の 差,す な わ ち ツ厚 応 陽 転 率 に対 す るBCG反

復 接 種 の 効 果 を み 勾 と,ま ず 初 回BCG接 種3カ 月 後 で

は,5,00Uヒ ・溜 ・80群 を 除 く他 の ワ クチ ン群 に お い て

は,一 回 接 種 に 予 定 され た 群 と反 復 接 種 に 予 定 され た 群

との 間 に 陽 性 率 の 有 意 の 差 は み られ な い 。5,000ヒ ・溜

・80群 で は,一 回 予 定 群 の 陽 性 率 が 反 復 予 定 群 の そ れ よ

りも高 か つ た 。(α<0.00003)

こ こで 反復 接 種 群 で は,BCGの 第2回 目 の接 種 が行

な わ れ た 。

6カ 月 後 で は,食 塩 水 ・80,2ピ ・1,000ヒ ・カ ・80

の2群 に お い て,反 復 群 の 陽性 率 が一 回 群 の そ れ よ り高

く,陽 性 率 の 差 は そ れ ぞ れ23.2%(α<0.00003),13.9

%(α<0。023)で あ つ た。1,000ヒ ・カ ・80,5,000ヒ

・カ ・80の2群 で は反 復 群 と一 回群 との 間 に 陽性 率 の有

意 の 差 は み られ な か つ た。5,000ヒ ・溜 ・80群 で は,3

カ 月 後 と同 様 に 一 回 群 の 陽 性 率 が反 復 群 の そ れ よ り高 か

つ た(α<0.00003)◎
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こ こで,反 復 接 種 群 では 第3回 目のBCG接 種 が 行 な

わ れ た 。

12カ 月 後 で は,5,000ヒ ・溜 ・80群 を 除 く他 の ワ クチ

ン群 に お い て は,い ず れ も反 復 群 の 陽 性 率 が一 回 群 の そ

れ よ り高 く・ 陽 性 率 の差 は 食 塩 水 ・80群35.9%(α 〈

0・00003)・2ピ ・1・000ヒ ・カ ・80i群18.5%(α 〈0 .011),

1,000ヒ ・カ ・80群22.7%(α 〈0.0005),5,000ヒ 。カ

・80群16 ・5%(α く0。006)で あ つ た。

5,000ヒ ・溜 ・80群 で は,12カ 月後 に は ,反 復 群 と一一

回 群 との 間 に陽 性 率 の有 意 の 差 を 認 め な か つ た。 初 回

BCG接 種3カ 月後 に おい て,す な わ ち まだ 反復 接 種 を 行

な わ な い以 前 に お い て,一 回接 種 と決 め られ た群 で は反

復 接 種 と決 め られ た 群 に 比 して 明 らか に 陽 転 率が 大 で あ

つ た◎ したが つ て この ワ クチ ン接 種 の 実験 に関 す るか ぎ

りは・ 一 回 接 種 と反復 接 種 とを直 接 に 比 べ る こ とは不 合

理 で あ る。た だ し6カ 月後 に も12カ 月 後 に も反 復 接種 群

で は 明 らか に陽 性 率 が上 昇 してい く。
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ii.再 接種の場合

表2の とお りである。 低学年,高 学年ともに,1,000

ヒ.溜 ・80ワクチ ンの1種 について,一 回接種 と反復接

種 とを 行なつた◎

低学年では初回BCG接 種3カ 月後6カ 月後および

12ヵ月後においていずれ も反復群 と一回群 との間に陽性

率の有意の差を認めなかつた◎

高学年では6カ 月後においては一 回群 と反復群 との間

に陽性率の有意の差がなかつたが,12カ 月後では反復群

の陽性率が一回群のそれ より高 く,陽 性率の差は13.3%

(α〈0.017)で あつた。

b)塗 擦 法

i。 初接種の場合

表3の とお りである。40白 ・2ピ ・1,000ヒ ・カ ・8α

ワクチンの一種について,一 回接種 と反復接種 とを行な

つた◎

初回BCG接 種3カ 月後 と6カ 月後においては,一 回
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群 と反 復 群 と の間 に 陽 性 率 の有 意 の差 を 認 め な か つ た が,

12カ 月 後 で は反 復 群 の 陽性 率 が一 回 群 のそ れ よ り高 く,

陽性 率 の差 は9.3%(α<0.016)で あつ た 。

ii.再 接 種 の 場 合

表4(低 学 年)お よび表5(高 学 年)の とお りで あ る。

低 学 年 に お い て も高 学年 に お い て も,40白 ・2ピ ・1,000

ヒ ・カ ・80,40金 ・1,000ヒ ・カ ・80,40金 ・5,000ヒ

・カ ・80の3種 類 の ワク チ ンに つ い て一 回接 種 と反 復 接

種 とを 行 な つ た 。 この うち40白 ・2ピ ・1,000ヒ ・カ ・

80ワ クチ ンに つ い て は2力 年 に わ たつ て実 験 を2度 行 な

つ た 。

まず 低 学 年 では,初 回BCG接 種 の3カ 月 後 と6カ 月

後 で は40金 ・5,000ヒ ・カ ・80群 を 除 く他 の3群 に お い

て は,反 復 群 と一 回 群 との 間 に 陽 性 率 の 有 意 の 差 を 認 め

な か つ た。40金 ・5,000ヒ ・カ ・80群 に お い て は,3カ

月 後 で は一 回 群 の陽 性 率 が 反 復 群 のそ れ よ り高 く,陽 性

率 の 差 は9.0%(α<0.016)で あ り,6カ 月 後 で は 反 復

群 の陽 性 率 が 高 く,陽 性 率 の 差 は14.2%(α<0.006)で

あ つ た ◎

12カ 月 後 では どの ワ クチ ン群 に お い て も反 復 群 の陽 性

率 が一 回群 の それ よ りも高 く,陽 性 率 の 差 は40白 ・2ピ

・1,000ヒ ・カ ・80(31年)群16.8%(α 〈0・0012),

同(32年)群14.9%(α<0.009),40金 ・1,000ヒ ・カ

・80群40.7%(α<0.00003),40金 ・5,000ヒ ・カ ・80

群9.3%(α 〈0.0495)で あつ た 。

次 に 高 学 年 で は初 回BCG接 種3カ 月 後 で は ど の ワ ク

チ ン群 に お い て も,一 回接 種 と予 定 され た群 と反 復 接 種

と予 定 され た 群 との 間 に 陽性 率 の有 意 の差 を認 め なか つ

た 。

6カ 月 後 で は,40金 ・5,000ヒ ・カ ・80群 に お い て反 復

群 の陽 性 率 が 一 回 群 の そ れ よ り高 く,陽 性 率 の差 は23。0

%(α<0.00003)で あ つ た 。 そ の 他 の 各 群 に お い て は一

回群 と反 復 群 と の間 に 陽 性 率 の 有 意 の 差 を 認 め な か つ た。

12カ 月 後 で は,ど の ワ ク チ ン群 に おい て も反 復 群 の 陽

性 率 が一 回 群 の それ よ りも高 く,陽 性 率 の差 は40白 ・

2ピ 。1,000ヒ 。カ ・80(31年)群24.6%(α 〈0.00009),

同(32年)群22.3%(α<0.00003),40金 ・1,000ヒ ・

カ ・80群38。4%(α<0.00003),40金 ・5,0000ヒ ・カ

・80群18 .1%(α<0.0002)で あ つ た 。
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c)貼 付 法

表6の と お りであ る。 低 学年 に 対 して1,000ヒ ・親 ・

80ワ クチ ンの1種 に つ い て一 回接 種 と反 復接 種 とを 行 な

つたが,初 回BCG接 種3カ 月,6カ 月および12カ 月

後のどの時期において も一 回群 と反復群 との間に陽性率

の有意の差を認めなかつた。
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総括お よび考案

ツ反 応陰性 あるいは疑陽性の学童約5,800名 に,乱 切

法3),塗 擦法4)5>あるいは貼付法4)5)によ りBCGを 接種

し,3カ 月,6カ 月お よび12カ 月後に ツ反応お よび局

所の副作用 を 検 した。 その うちの約2,500名 に対 して

は,ツ 反応 の陰陽にかかわらず ツ反応検査の都度BCG

を反復接種 した。

BCGを 反復接種 しても接種局所の副作用は乱切法,塗

擦法あ るいは貼付法のどの方法において もきわめて軽微

であつた。元来これ らの経皮接種法は局所反応の軽微な

BCG接 種法 として知 られてお り,従 来の諸家の実験6)～

燭において も,接 種後の膿瘍,潰 瘍の発生は報告 されて

いない。 また斉藤Dお よび私2)の動物実験において,ツ 反

応陽性 の齪 冥にこれらの方法でBCGを 接種 しても局所

の副作用は軽微で,ツ 反応陰性の海演におけ るより強 く

なることはなかつた。乱切法については以前に朽木重5)は

ツ反応陽性学童に乱切接種を試みてい るが,そ の場合に

も膿瘍,潰 瘍は1例 にも認めなかつた とい%塗 擦法あ

るいは貼 付法については,そ の局所の副作用は乱切法 よ



りもさらに軽微であ るといわれてお り,今 回の私 の実験

において も膿瘍,潰 瘍を1例 に も認 めなかつた ことはゆ

えな しとしない◎

次に ツ反応 の推移 につい ては,一 般に反復接種群の ツ

反 応陽性 率が一 回接種群 のそれ よ りも次第に上昇 してい

くのは当然 であ り,こ れについては多言を要 しないこと

と思 う。

ただ初接種 ・乱切法 ・5,000ヒ ・溜 ・80群においては,

反復群の ツ反応陽性率が一 回群のそれ よ りかえつて低か

つたが,初 回BCG接 種3ヵ 月後においてすでに差を示

してい るので,こ のことは対象の栄養低下その他被接種

個 体の条件 の差,あ るいはその他の条件の差 に帰せられ

るぺ きことと考 える◎

また貼付接種群においては,反 復群 と一 回群 との間 に

ツ反応 陽性率 の有意 の差を全 く認あなかつたが,こ れは

貼 付接種 に よる ッ反応陽転率が乱切接種あ るいは塗擦接

種 に よる ツ反応 陽転率 よ り比較的低かつたために,年 間

3回 のBCG反 復接種ではその効果 を現わ しえなかつた

もの と思われ る◎

なお また乱切法 および塗擦法を通 じて一般 に反復群 と

一 回群 との間の ツ反応陽性率 の差は初回BCG接 種6カ

月後においてはなお著 明でな く,12ヵ 月後 におい てよ う

や く著 明 となつた。

最 後に全身的副作用の問題 が残つているが,斉 藤1)お

よび私2)の 動物実験ではさ きに述べ たよ うに ッ反応陽性

の ものにBCGを 反復 経皮接種 してもな んら支障を認め

なかつた◎ もとよ りこれ だけの実験に よつて,ツ 反 応陽

性者に対す るBCG接 種 がいかな る場合に も全身的に全

く無害である と断定す るには不十分であ るが,少 な くと

も現在経皮 法に用 いられ る菌量を もつて ッ反応陽性者に

BCGを 接種 して も,問 題 とな るような副作用は起 こらな

い よ うに思われ る◎

因みに大林16)によると,山 下 らは療養所の肺結核患者

23名 にBCGO.01mg宛 皮 内接種を行なつたが,自 覚症

状,喀 疾中の結核菌所 見,X線 縁等の悪化例はなかつた

とい う。

私 の実験 の場合,全 身的副 作用 のないこ とを人体にっ

いて確かめ るには,ツ 反応 の陰陽 にかかわ らずBCGを

反復接種 した個体をX線 に よ り長期にわたつて観察する

以外にない。 これは今後に遺 された課題であ る◇

結 論

乱切 法,塗 擦法 あるいは貼付法 に よりBCGを 接種す

る場合 には,接 種前 の ツ反応 の陰陽 にかかわ らずBCG

接種局所の副作用は軽微であ る◎

また ツ反応陽性率は,ツ 反応の陰陽にかかわ らずBCG

を反復 接種 した群では経時的に次第に上昇 してい く。

か ように ツ反応陽性者にBCGを 反復経皮接種 しても

とくに支障が認 められ ないので,ツ 反応 の陰陽 にかかわ

らず,す なわちあらか じめツ反応を検査す ることな しに

BCGを 接種す ることが許され る。

これ によ りツ反応の陽性を絶え間な しに持続 させ るこ

とがで き,ま た ツ反応検査の手数を省 くことがで きる。
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 BCG Revaccination to Tuberculin- "Positive" 

Individuals. Report 3. Revaccination to the tuber-

culin-"positive" children. 

 Following the previous study on guinea pigs  (Kek-

kaku, 36 : 685, 1962), the author tried BCG vacci-

nation repeatedly to tuberculin positive-school chil-

dren. About 5800 tuberculin-negative children were 

vaccinated with BCG by means of transcutaneous or 

epicutaneous methods of inoculation, such as, scar-

ification, inunction and label methods. The BCG 

vaccines used were prepared with carbowax, lano-

line, unguent hydrophil, physiological solution, 

pilocarpine, hyaluronidase, silica sand and/or emery. 

 To about 2500 among the 5800 children, two more 

vaccinations of BCG were performed successively 3 

and 6 months after the primary vaccination, in the 

same way as mentioned above, irrespective of wheth-

er their tuberculin reactions were positive or néga-



tive. Local complications at the vaccination sites 

and tuberculin reactions were examined 3, 6 and 12 

months after the primary vaccination of BCG. 

 The results obtained are as follows  : 

 1) The local complications at the vaccination sites 

were very slight in all of the children, even in those 

who were revaccinated with BCG in spite of their 

still positive tuberculin reaction. 

 2) The positive conversion rate of  tuberculin reac-

tion became higher with the lapse of time in the 

children who were revaccinated, irrespective of 

whether their tuberculin reaction were positive 

or negative, but such distinctive increase of the 

positive rate was not observed in the children having 

received only one vaccination, and sometimes even 

the decrease of positive rate was observed after 12 

months. 

 Thus it is concluded as follows : The local com-

plications are slight, even when BCG is administe-
red to the tuberculin-"positive" children by means of

trans- or epicutaneous method . 

 According to Saito, there was no difference in 

autopsy findings between the guinea pigs which 

were vaccinated with BCG repeatedly, irrespective 

of whether their tuberculin reactions were positive 

or negative, prior to a virulent infection, and those 

which were vaccinated with BCG only once prior to 

a virulent infection. According to another experi-

ment of the author, there was no difference in autopsy 

findings between the guinea pigs which were vacci-

nated with BCG after the virulent infection and those 

which received virulent infection only. 

 Thus, the author considers it possible to vacci-

nate at random all the individuals with BCG by 

means of trans- or epicutaneous methods, irrespec-

tive of whether their tuberculin reactions are posi-

tive or negative. By this procedure, tuberculin al-

lergy will be kept always positive without interrup-

tion, and the tuberculin test prior to BCG vaccina-

tion will be omitted.


